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１．現地視察および意見交換会の結果報告
●開催日時：令和8年7月11日(土) 12:50～15:45

●行 程：(1）現地視察 白山白川郷ホワイトロード

(2）意見交換会 白山市立白嶺小中学校

●参 加 者：佐々木国土交通副大臣、石川県土木部長、岐阜県県土整備部長、道路局企画専門官、北陸地方整備局長、

北陸地方整備局道路部長、中部地方整備局道路部長、金沢河川国道事務所長、高山国道事務所長
●開催概要：・石川県及び岐阜県より、小松白川連絡道路に関するこれまでの調査の取組状況及び今後の進め方につい

て報告
・国土交通省より、積雪量や土砂災害リスク等を把握するための調査について、国としても実施していく

ことを報告
●現地視察及び意見交換を踏まえた主な論点：

・小松白川連絡道路は、白山山系を横断する区間を含むことから、長大トンネルが必要となるほか、厳し
い自然条件への対応も求められるため、施工及び維持管理上の課題が大きいのではないか。

・そのため、夜間や冬期の通行を可能とする観点から、白山白川郷ホワイトロードの機能強化についても
検討が必要ではないか。

・検討会の体制も含め、今後の進め方について検討すべきではないか。

(1) 現地視察(白山白川郷ホワイトロード) (2)意見交換会 1
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石川県
か が

加賀市
こ まつ

小松市
はく さん

白山市

かな ざわ

金沢市

の み

能美市

かわ きた まち

川北町

しら かわ むら

白川村

至 富山

岐阜県

富山県

なん と

南砺市

の み ねあがり

至 岐阜

至 砺波

白山連峰

白山白川郷ホワイトロード（有料）
全 長 ：33.3km
開通期間：6月～11月
開通時間：（6月～ 8月） 7時～18時

（9月～11月） 8時～17時

能美根上SIC

凡例

2車線 4車線
：一般国道

2車線 4車線
：高速道路

：事業中

：調査区間

0km 2km 10km

9,300台/日

1,126台/日

こ ま つ し ら か わ

いちのみや

至 一宮

となみとやま

ぎ ふ

福井県

ふくい

至 福井

国道３６０号
小松・鳥越間

１．現地視察および意見交換会の結果報告
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２．これまでの検討結果（位置図）
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２．これまでの検討結果（これまでの経緯）

令和２年２月１２日

第１回 小松白川連絡道路検討会

第２回 小松白川連絡道路検討会

令和６年３月２７日

企業へのアンケートによる
交通課題、整備効果把握

観光会社へのアンケートによる
観光道路に求めるニーズ把握

長大トンネルの
事例収集

長大トンネルの
先進技術調査
具体化検討

第１回検討会以降の検討結果を報告

平成２１年３月
小松白川連絡道路 ルート帯絞り込み 時間短縮、リダンダンシー、

観光、物流面への効果検討

トンネル坑口の雪崩調査、
雪崩・地すべり
危険箇所の検討

石川県・岐阜県 国

第３回 小松白川連絡道路検討会

令和８年９月１１日

・現地視察および意見交換会の結果報告
・規約改正（案）
・今後の進め方等について 4



２．これまでの検討結果（石川県・岐阜県の調査結果概要）
■観光道路に求める機能

①移動の速達性
②移動の定時性
③交通結節点へのアクセス性
④観光スポットへのアクセス性
⑤走行時の安全性
⑥自然災害対する強靭性
⑦休憩・物販・情報提供機能
⑧沿道景観・眺望
⑨自転車・歩行空間の確保

①十分な道路幅員の確保
②道路の勾配・カーブが緩やか
③トンネル構造の積極的採用
④トンネル区間を極力減らした構造
⑤停車帯の確保
⑥追い越し車線の設置
⑦自動車専用道路
⑧自転車走行空間の確保
⑨歩行空間の確保

走行性や定時性、安全性など、高規格道路としての機能を求める意見が多い
2024年問題により運行時間が減少しているため、本道路の整備による時間短縮
は有効（個別意見）

※①～⑨のうち、特に重視する３項目を選択 ※①～⑨のうち、特に重視する３項目を選択

〔Q２観光道路に求める構造〕〔Q1 観光道路に求める機能〕

〔目 的〕 本道路に求める機能や構造など利用者ニーズを把握
〔期 間〕 令和５年１０月～令和６年６月
〔回答数〕 約２０社（石川・岐阜両県にある観光バス事業者）

5



安全性・速達性、十分な幅員・緩やかな道路線形など、観光道路と同様に、
高規格道路としての機能を求める意見が多い
休憩施設における大型車駐車マスの拡充や重要物流道路の整備への期待が高い

（個別意見）

２．これまでの検討結果（石川県・岐阜県の調査結果概要）

①移動の速達性
②移動の定時性
③物流拠点へのアクセス性
④経済性（ガソリン・高速料金）
⑤走行時の安全性
⑥自然災害対する強靭性
⑦休憩・物販・情報提供機能
⑧利便性（特車許可不要・危険物運搬可能）

⑨自転車・歩行空間の確保

①十分な道路幅員の確保
②道路の勾配・カーブが緩やか
③長大なトンネル
④長大なトンネルとならない整備
⑤停車帯の確保
⑥追い越し車線の確保
⑦自動車専用道路
⑧自転車・歩行空間の確保
⑨自動物流道路

※①～⑨のうち、特に重視する３項目を選択 ※①～⑨のうち、特に重視する３項目を選択

〔Q２物流道路に求める構造〕〔Q1 物流道路に求める機能〕

■物流道路に求める機能
〔目 的〕 本道路に求める機能や構造など利用者ニーズを把握
〔期 間〕 令和７年３月～令和７年８月
〔回答数〕 約３０社（石川・岐阜両県にある運輸事業者）

6



２．これまでの検討結果（石川県・岐阜県の調査結果概要）

霊山・霊峰における高規格道路の整備事例
⇒ 白山（小松白川連絡道路）に加え、富士山（東富士五湖道路）や

高尾山（首都圏中央連絡自動車道）など、
計２２箇所を抽出

今後、事業主体に対するヒアリングを実施（現在、調整中）

■ 高規格道路以外のインフラ整備の事例を抽出

■信仰に関する事例調査

7



検 討 経 緯

２．これまでの検討結果（国の調査結果概要(令和6年度)）

■長大トンネルの構想・計画段階における調査項目と重要なリスクを整理し、白山地域でのリスク分布図を作成
■高規格道路として長大トンネルに求められる機能・役割を整理

■令和６年度の調査概要【長大トンネルの計画・ 施工に対する課題整理、高規格道路として求められる機能・役割の整理】
１．調査内容

２．調査結果

○白山地域でのリスク分布図

■高規格道路として求められる機能・役割の検討

○山岳トンネルにおける代表的な基準を基に、構想・計画段階における調査項目とリスク条件を抽出

■長大トンネルの計画・施工に対する課題整理
○「WISENET2050・政策集」を踏まえた、今後の道路
ネットワークにおける長大トンネルに求められる役割・機
能を検討

例）技術創造による多機能空間への進化

＜従来の道路ネットワーク＞
• 拠点間連絡や企業活動を支援するという従来型
の社会資本（下部構造）としての機能

＜多機能空間への進化＞
• 道路システムのDXの取組「xROAD」や道路分
野における脱炭素化を加速し、今後は徹底した
DX・GXの推進と技術創造に取り組む

• 道路ネットワークそのものがこれからの日本の成
長を支える、自動化・環境など「様々な価値を
生み出していく特別な空間」を目指す
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検 討 経 緯

２．これまでの検討結果（国の調査結果概要(令和7年度)）

■長大トンネルの施工にあたり、現行の要領・基準類の適用範囲等を整理
■小松～白川ルートの長大トンネルについて、シミュレーションにより施工上のリスクを検討

■令和７年度の調査概要【長大トンネルの実現性検討】
１．調査内容

２．調査結果

■トンネル延長が20km程度の長大トンネルを仮想し
て、シミュレーションを実施し、施工上のリスクの有
無等について検討。

■長大トンネルの施工にあたり、「トンネル構造」と「運用」に関する観点から、現行の
要領・基準類の適用範囲等を整理し、実現可能性を検討。

⇒現行要領・基準類の適用外の項目や前例のない項目が多く、施工にあたっては、
慎重に検討しなければならないことを確認（今後も継続的な検討が必要）

（シミュレーションで考慮する施工上のリスク）
• 高土被り、断層帯、火山地形の施工対策
• 換気システム、避難坑、非常用設備
• 休憩施設、利用者安全施設

⇒今後、リスクへ対応できる最適な掘削方法
（NATM、TBM等）について、検討が必要
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２．これまでの検討結果（白山白川郷ホワイトロード現道状況調査(令和7年度)）

■白山白川郷ホワイトロード冬期閉鎖区間の積雪状況（令和８年２月２６日）

＜調査位置＞

白山白川郷ホワイトロード

（夜間通行不可、冬期閉鎖：11月11日～６月上旬）

操縦者

約１㎞

ドローン

岐阜県

石川県

至 白川郷
（県境付近 標高1,450m）

白山白川郷ホワイトロード積雪状況
湯谷頭(標高1,549m)

標高2,055m
間名子の頭
標高2,123m

スノーシェッド
（標高550m）

至 起点（白山市尾添）

・令和８年２月に石川県側の冬期閉鎖区間手前からドローン空撮により積雪状況を調査

標高550m

標高1,450m

写真①

写真①

写真②

写真③

写真② 写真③

構造物を含む写真で積雪状況の規模を視覚的に確認 斜面からの崩落雪で道路上の積雪が増加 斜面からの崩落雪で道路上の積雪が増加

・今後、航空（固定翼）レーザープロファイラー調査にて、積雪深の把握や土砂崩れ等の調査を予定 10



３．今後の進め方（案）
概略ルート帯（３ルート）の絞り込みH21.3.24

現在

小松白川連絡道路検討会R2～

石川県区間【県】 ホワイトロード区間【国・県】 岐阜県区間【県】

＜国道３６０号 小松・鳥越間＞ ＜その他区間＞

概略ルート・構造の検討

R7.6

○現地調査

○課題の抽出

○対策方針の検討等

冬期通行確保に向けた調査【国】

○現地調査
（航空ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ調査など）

○課題の抽出

○対策の事例調査と対策の提案等

現道の当面整備に向けた調査【県】

現道の当面整備に向けた基本方針策定新規事業化

詳細設計
冬期・夜間通行確保に向けた
対策方針の検討【県】

○現地調査

○課題の抽出

○対策方針の検討等
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小松白川連絡道路検討会

目的：関係機関の実施してきた調査成果の共有による課題や必要性の再整理をおこなうと共に、関係者ヒアリング等の実施、
求められる道路の機能や役割の整理など事業実現に向けた整備の基本方針策定のための基礎検討を行う。

＜構成員＞ ※◎事務局
◎石川県 土木部長
◎岐阜県 県土整備部長
◎国土交通省 北陸地方整備局 道路部長

金沢河川国道事務所長
◎国土交通省 中部地方整備局 道路部長

高山国道事務所長

小松白川連絡道路検討会

小松白川連絡道路検討ワーキンググループ

目的：小松白川連絡道路の整備に関する調査・検討を行う。

＜構成員＞ ※◎事務局
◎石川県 土木部 道路建設課長
◎岐阜県 県土整備部 道路建設課長
◎国土交通省 道路部 道路計画課長
北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所長

◎国土交通省 道路部 道路計画課長
中部地方整備局 高山国道事務所 副所長

小松白川連絡道路検討会

現道活用検討ワーキンググループ

目的：国道３６０号や白山白川郷ホワイトロード等現道区間
の活用に関する調査・検討を行う。

＜構成員＞ ※◎事務局
◎石川県 土木部 道路建設課長

土木部 道路整備課長
◎岐阜県 県土整備部 道路建設課長

県土整備部 道路維持課長
◎国土交通省 道路部 道路計画課長
北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所長

◎国土交通省 道路部 道路計画課長
中部地方整備局 高山国道事務所 副所長

＜オブザーバー＞
石川県 農林水産部森林管理課長
岐阜県 林政部森林保全課長

報告 報告

【新設】

４．今後の検討体制（案）
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小松白川連絡道路検討会　規約 

 

（名　称） 

第１条 本検討会は、小松白川連絡道路検討会（以下、「検討会」という。）と称する。 

 

（目　的） 

第２条　小松白川連絡道路について、関係機関の実施してきた調査成果の共有による課題

や必要性の再整理をおこなうと共に、関係者ヒアリング等の実施、求められる道

路の機能や役割の整理など事業実現に向けた整備の基本方針策定のための基礎検

討を行うことを目的とする。 

 

（検討会の構成） 

第３条　検討会は、石川県、岐阜県、国土交通省北陸地方整備局及び国土交通省中部地方

整備局（以下、「関係機関」という。）の職員をもって構成し、別紙のとおり定

める。 

 

（事　業） 

第４条　検討会は、目的を達成するために、次の事業を行う。 

　　一　関係機関の調査成果の共有（事業の課題、必要性の再整理） 

二　先進事例調査 

三　関係者へのヒアリング・アンケート実施 

四　求められる道路の機能・役割の整理 

五　現道活用に関する調査（国道360号、白山白川郷ホワイトロード等） 

六　その他、第２条の目的を達成するために必要な検討 

 

（会　長） 

第５条　本検討会には、会長職を設置しない。 

　２　　議事の進行、総括等の役割は、別紙の検討会構成員が持ち回りで行う。 

 

（検討会の運営） 

第６条　検討会は、必要に応じ事務局の総意で招集し、開催する。 

　２　　必要に応じて、学識経験者など第３条の関係機関以外の者に対し、検討会への出

席を求めることができる。 

 

（ワーキンググループ） 

第７条　第４条に規定する事業について調査及び検討を行うため、検討会にワーキング　

　　　　グループ（以下、「ＷＧ」という。）を置く。 

　２　　ＷＧの構成員は、別紙のとおりとする。 

　３　　第６条の規定はＷＧに準用する。この場合において、「検討会」とは「ＷＧ」、

　　　　と読み替えるものとする。 

 
                                                                



 

（事務局） 

第８条　検討会の事務局は、石川県、岐阜県、国土交通省北陸地方整備局、国土交通省　

　　　　中部地方整備局の担当部局とする。 

 

附　則 

    この規約は、令和２年２月１２日から施行する。 

改正　　　　令和８年９月１１日

 
                                                                



小松白川連絡道路検討会 構成員

事務局：石川県土木部
岐阜県県土整備部
北陸地方整備局道路部
中部地方整備局道路部

構成員機関

土木部長石川県

県土整備部長岐阜県

道路部長国土交通省
北陸地方整備局

金沢河川国道事務所長

道路部長国土交通省
中部地方整備局

高山国道事務所長

別紙



構成員機関

土木部 道路建設課長石川県

土木部 道路整備課長

県土整備部 道路建設課長岐阜県

県土整備部 道路維持課長

道路部 道路計画課長国土交通省
北陸地方整備局

金沢河川国道事務所 副所長

道路部 道路計画課長国土交通省
中部地方整備局

高山国道事務所 副所長

事務局：石川県土木部道路建設課
岐阜県県土整備部道路建設課
北陸地方整備局道路部道路計画課
中部地方整備局道路部道路計画課

現道活用検討ワーキンググループ※2 構成員

構成員機関

土木部 道路建設課長石川県

県土整備部 道路建設課長岐阜県

道路部 道路計画課長国土交通省
北陸地方整備局

金沢河川国道事務所 副所長

道路部 道路計画課長国土交通省
中部地方整備局

高山国道事務所 副所長

事務局：石川県土木部道路建設課
岐阜県県土整備部道路建設課
北陸地方整備局道路部道路計画課
中部地方整備局道路部道路計画課

小松白川連絡道路検討ワーキンググループ※1 構成員

別紙

オブザーバー：石川県農林水産部森林管理課長
岐阜県林政部森林保全課長

※1 規約第4条1項～4項に関する検討

※2 規約第4条5項に関する検討




